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研究の目的、概要、期待される効果

機器や装置の機能に加えて、見た目やデザイン
性の両立が、装置の円滑・安全な利用において、
重要となる場面があります。
  近年、高齢者介護においては、認知機能や運動
能力（筋力）の低下防止が課題となっており、そ
のための 「運動介護施設」が増加傾向にあります。
このような施設では、利用者のモチベーションの
維持・向上と、施設内の安全確保とコミュニケー
ションの円滑化の要望がありました。
これを実現する装置設計を、民間企業との共同

研究として受入し、当研究室（機構設計）と橋本
学研究室（教育学部：プロダクトデザイン）との
連携により、外観と機能の両デザインを統合した
高齢者向けトレーニングマシン（図１）を提案・
設計・試作いたしました。
   特に、「ぬくもり」「意欲向上」などのコンセ
プトを素材や色で実現すると共に、利用者同士や
運動指導員との目線を遮らないよう高さを抑えた
構造・機構設計を行いました。また、「無理な
く」「継続性の高い」運動負荷を提供するために、
従来のおもりを持ち上げる構造を改良した新たな
負荷発生機構を提案しました。
   本試作機を用いて、安全な運動負荷提示および
運動量評価手法の確立・検証を進めています。 図１： 小型化および機能集約化した

                                    高齢者向けトレーニングマシン

アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・高齢者や児童福祉のみならず、産業・労働現
場等において、装置等の機械化と使用者心理に
もとづく外観や安全機能のデザイン融合を必要
とする分野との連携を期待します。

色や外観形状の実装と装置・機能の機械シス
テムとしての実現を、異分野融合により両立し、
プロトタイプ製作を行っています。

機能的機械構造・メカニズムのデザイン
～ 高齢者福祉支援への応用 ～

関連する
知的財産
論文 等

運動負荷生成装置（ 特願2017-060767）

移動支援工学研究室

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp
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